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２０２０年１０月１３日 

各 位 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 

株式会社 YMFG ZONEプラニング 

 

「やまぐち未来技術フォーラム２０２０」の開催及び参加者募集について 

 

山口フィナンシャルグループ（取締役会長グループＣＥＯ 吉村 猛）の子会社であるＹＭＦＧ Ｚ

ＯＮＥプラニング（社長 坪倉 昭雄）は、山口県ニューメディア推進財団（理事長 阿野 徹生）よ

り委託を受け、未来技術を活用した地域課題の解決に向けて「やまぐち未来技術フォーラム２０２

０」を開催いたします。 

本プログラムでは、未来技術を活用した新たな事業の創出や生産性の向上、社会実装に関する講

演、パネルディスカッションを実施するとともに、参加者間のネットワーク構築を目的としたテー

マ別セミナー・ディスカッションを開催します。 

本プログラムへの参加者を募集しますので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． プログラム概要 

名 称 やまぐち未来技術フォーラム２０２０ 

開 催 日 時 ２０２０年１１月２０日（金） １３：００～１７：００ 

内 容 

 

【第一部】 

・基調講演 

テーマ：『未来技術を活用した地域課題解決の取組』  

講 師：一般社団法人コード・フォー・ジャパン 

代表理事 関 治之 氏 

・パネルディスカッション 

テーマ：『未来技術の社会実装について』 

（ファシリテーター）：株式会社ゼロワンブースター 

共同代表 合田 ジョージ 氏 

（登壇者）：一般社団法人コード・フォー・ジャパン 

代表理事 関 治之 氏 

株式会社ＳＩＧＮＡＴＥ 代表取締役 齊藤 秀 氏 

スポットツアー株式会社 代表取締役 鳥居 暁 氏 

山口大学 理事・副学長 松野 浩嗣 氏 

【第二部】 

各３テーマによる、テーマ別セミナー・ディスカッション 

テーマ①：『ビッグデータとＡＩ』 

 テーマ②：『デジタル・ガバメント』 

 テーマ③：『コロナ時代の新サービス』 

※テーマ②については、自治体担当者の方のみが対象 



開 催 場 所 山口グランドホテル（山口市小郡黄金町１－１） 

※Ｚｏｏｍによる参加も可能 

参 加 費 無料 

対 象 者 【第一部】 

未来技術の活用に興味のある事業者、学生、自治体担当者の方 

【第二部】 

未来技術やデータ等を事業への活用を検討している方、自治体担当 

者の方 

定 員 【第一部】 

基調講演・パネルディスカッション：１００名程度 

【第二部】 

テーマ別セミナー・ディスカッション：各テーマ１５名程度 

主 催 山口県 

備 考 Ｗｅｂにて参加される方は、事前にＺｏｏｍの参加ＵＲＬを送付しま

すので、申込み時に必ずメールアドレスの記載をお願いいたします。

会場での参加については、新型コロナウイルス対策の都合上、定員を

越えた場合Ｗｅｂでの参加をお願いすることがあります。 

 

２． 申込方法 

以下のリンク、もしくは別添のチラシ裏面に記載のＱＲコードにアクセスいただき、「やまぐ

ち未来技術フォーラム２０２０参加申込みフォーム」からお申込みください。  

 

やまぐち未来技術フォーラム２０２０参加申込みフォーム：https://bit.ly/3c6L2CV 
 

３． 申込期限 

２０２０年１１月１０日（火） 

以 上 

 

 
【本件に関するお問い合わせ先】 

 ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 

担当：後・恩田 

 ＴＥＬ：０８３－２２３－４２０２     

https://bit.ly/3c6L2CV


Society5.0の実現に向けて未来技術の活用を考えるフォーラムを開催します

主催：山口県 共催：(一財)山口県ニューメディア推進財団 運営：株式会社YMFG ZONEプラニング

テーマ別セミナー・ディスカッション

会場

日時

第二部

令和2年11月20日（金） 13:00～17:00

山口グランドホテル（山口市小郡黄金町1-1）

Zoomによる参加可能

パネルディスカッション第一部

第一部

13:00～
13:10

ガイダンス・主催者挨拶

13:10～
14:40

基調講演・パネルディスカッション

14:40～
15:00

休憩・第二部の会場移動

第二部
15:00～
16:50

テーマ別セミナー・ディスカッション

閉会
16:50～
17:00

県の支援体制のご紹介・閉会

基調講演

『未来技術を活用した
地域課題解決の取組』

第一部

セミナー：『社会で求められているAI人材像と具体的な育成方法について』
ディスカッション：『AIによる地域課題の解決と人材育成のエコシステムを構築するためにできることは何か？』

講師：齊藤 秀氏 ファシリテーター：合田 ジョージ氏

セミナー：『デジタル・ガバメントの流れと行政の在り方』
ディスカッション：『デジタル社会に対応したデジタル・ガバメントの実践』

講師・ファシリテーター：関 治之氏

セミナー：『withコロナ時代の観光デジタルトランスフォーメーション化による新たな取組』
ディスカッション：『観光デジタルトランスフォーメーション化に伴う新たなサービス及び観光ツアーの創出』

テーマ① ビッグデータとAI

テーマ② デジタル・ガバメント

テーマ③ コロナ時代の新サービス 講師・ファシリテーター：鳥居 暁氏

『未来技術の社会実装について』

関 治之 氏

一般社団法人コード・フォー・ジャパン

代表理事

内閣官房 オープンデータ伝道師

総務省 地域情報化アドバイザー

ー パネリスト ー

参加無料

株式会社SIGNATE
代表取締役

齊藤 秀 氏

関 治之 氏

内閣官房 オープンデータ伝道師
総務省 地域情報化アドバイザー

Zoomによる視聴可能

鳥居 暁 氏
スポットツアー株式会社

代表取締役

松野 浩嗣 氏

山口大学
理事・副学長

ー ファシリテーター ー

合田 ジョージ 氏

株式会社ゼロワンブースター
共同代表



以下のURL、または右記ＱＲコードのリンク先フォームよりお申込みください

申込方法
株式会社 YMFG ZONEプラニング （担当：後・恩田）TEL:083-223-4202

メールアドレス：i.ushiro@ymfg.ym-zop.co.jp

◆ お申込み・お問合せ（事務局） ◆

申込締切：令和２年11月10日（火）

◆ お申込みについて ◆

募集対象
【第一部】 未来技術の活用に興味のある事業者、学生、自治体担当者の方
【第二部】 未来技術やデータ等を事業への活用を検討している方、自治体担当者の方

募集人数

【第一部】 基調講演・パネルディスカッション 100名程度
【第二部】 テーマ別セミナー・ディスカッション 各テーマ15名程度
※新型コロナウイルス対策による収容人数上限の都合上、会場定員に達した場合Webに
よるご参加をご依頼する場合があります。

※応募多数の場合等、参加人数を調整させていただく場合があります。

実施形態
【第一部】 会場およびオンライン参加（Zoomによる視聴も可能です。）
【第二部】 会場およびオンライン参加（Zoomによるオンライン参加も可能です。）

その他
✓ 当日はマスクを着用してご来場ください。
✓ 入場時の検温、手指の消毒等の新型コロナウイルス対策へのご協力をお願い致します。

https://bit.ly/3c6L2CV

やまぐち未来技術フォーラム2020 参加申込みフォーム

◆ パネリスト プロフィール ◆

第二部では、第一部に出演いただいたパネリストの方から、取組をご紹介いただくとともに、設定した各テーマに基づき、
参加者の皆様と山口県における未来技術の活用についてディスカッションを行います。

関 治之氏

開発者として主に位置情報系のサービスを数多く立ち上げ、テクノロジーを活用したオープンイノベーションについて研究。東日本
震災時に情報ボランティア活動を行なったことをきっかけに、住民コミュニティとテクノロジーの力で地域課題を解決することの可能
性を感じ、2013年に一般社団法人コード・フォー・ジャパン社を設立。以降、「テクノロジーで、地域をより住みやすく」をテーマに、
会社の枠を超えて様々なコミュニティでも積極的に活動する。

オープンデータ伝道師・地域情報化アドバイザー／一般社団法人コード・フォー・ジャパン 代表理事

せき はるゆき

鳥居 暁 氏 スポットツアー株式会社 代表取締役

とりい あかつき

富士通にシステムエンジニアとして入社後、ソフトバンクグループに営業として入社。回線の代理店販路を担当。事業開発部を兼
務し、新事業の企画に携わる。2006年に革新的なモノ創りを目的としてボクシーズ株式会社を設立。2019年にスポットツアー
株式会社を設立。

齊藤 秀 氏 株式会社SIGNATE 代表取締役

さいとう しげる

オプトCAOを経て現職。幅広い業種のAI開発、データ分析、共同研究、コンサルテーション業務に従事。データサイエンティスト育
成及び政府データ活用関連の委員に多数就任。筑波大学人工知能科学センター客員教授、国立がん研究センター研究所客
員研究員。

松野 浩嗣 氏
まつの ひろし

山口大学 理事・副学長

専門は情報科学で、無線LAN構築技術、機械学習応用、システム生物学などの研究に従事。2020年度より、現職。情報・
データ科学教育センター長を兼任。データサイエンスの大学教育への導入、産業界への展開についての取組みを進めている。
山口市スマートシティ推進協議会会長。

mailto:h.kouno@ymfg.ym-zop.co.jp
https://bit.ly/3c6L2CV
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